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経営戦略に基づいた今後の使⽤料改定を
中心とした経営改善の取組について
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葉⼭町の紹介



葉⼭町の位置と概要

相 模 湾

・面積 １，７０４ha
・人口 ３２，８０６人 （令和４年４⽉1⽇現在）
・市街化区域 ５１３ha
・市街化調整区域 １，１９１ha
・誕生

明治22年 葉⼭村（⽊古庭村、上⼭口村、下⼭口村、⼀⾊村、堀内村、⻑柄村）
明治27年 葉⼭御⽤邸の築造
⼤正１４年 葉⼭町
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【海】
葉⼭海岸は、森⼾海岸、芝崎、⼀⾊海岸、⼩磯、

⻑者ヶ崎海岸という砂浜と岩礁が交互に連なってい
る美しい海岸線で、「ヨット発祥の地」であるうえ
に、魚影が濃く、釣りをはじめ各種マリンスポーツ
が盛んな地域。
平成８年には「⽇本の渚・百選」に、平成16年には
「関東の富⼠⾒100景」に選ばれている。

【葉⼭しおさい公園】
葉⼭御⽤邸付属邸跡地に開設さ
れた公園。

【棚田】
別名、千枚田は「にほんの⾥
100選」にも選ばれている。 2

葉⼭町の観光



浄化センター、中継ポンプ場、幹線管きょ
敷地面積︓約29,500㎡
排除⽅式︓分流式
地盤⾼︓Ｔ.Ｐ.+40.5ｍ
処理⽅式︓下⽔処理 酸素活性汚泥法

汚泥処理 濃縮→脱⽔→場外搬出
全体計画処理能⼒︓14,100㎥/⽇
現有処理能⼒︓10,575 ㎥/⽇

【葉⼭浄化センター】

敷地面積︓約1,100㎡
地盤⾼︓Ｔ.Ｐ.+4.1ｍ
圧送先︓葉⼭浄化センター着⽔井
ポンプ型式︓槽外型横軸無閉塞ポンプ
ポンプ揚⽔量︓6.2㎥/分 × 3台（内1台予備）
現有揚⽔量︓5.6㎥/分 × 2台

【葉⼭中継ポンプ場】

⾃然流下管（Φ150からΦ1000）

圧送管（Φ50からΦ450）

総延⻑ L=102㎞

【幹線管きょ】
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葉⼭町下⽔道事業の特徴

４.７km

○令和4年4⽉1⽇現在
供 ⽤ 開 始 平成11年３⽉
全体計画区域 513ha
事業計画区域 472ha
整備区域面積 405ha
下⽔道整備率 78.9％
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葉⼭町の現状と課題



「事業」に係る現状
◆⽔洗化率の向上
⽔洗化率は⾼い⽔準であるが、未接続家屋については、普及指導員による普及啓発活動や広報PR活動による接続促進

事業を実施する。

◆有収率の向上
有収率は⾼い状況であるが、大雨時の雨天時浸入⽔が多く発生しており、今後は管路調査や修繕等、不明⽔対策を⾏う

必要がある。
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「人（人材）」に係る現状
◆事務の効率化や事業環境の変化に対応した組織体制の確⽴
業務の⼈的効率が類似団体と⽐較すると低い⽔準であった。理由としては、処理場を有していることも考えられる。一方で、

今後は施設の改築・更新事業の増加により、技術系、事務系ともに業務量が増加し、職員負荷も⾼まる可能性がある。
したがって、ABC分析※の結果を活用するとともに、事務の効率化や事業環境の変化に対応した組織体制の確⽴が必要に

なる。

※ABC（activity based costing）分析とは、「活動基準原価計算」のこと事務業務、維持管理業務などの職務ごとの
就業時間をデスクワークや現場活動、会議・庁内調整などの業務に割りあてていくことによって、各活動に要している時間等
を算出する手法です。
これによって、職務執⾏体制の特徴の把握や職務ごとの費やしいる時間などの算出を⾏うことが可能となります。

◆技術⼒の維持・向上
熟練層の退職に伴う技術⼒の維持・向上に努める。
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「モノ（施設）」に係る現状
◆施設・設備の⽼朽化対策
約20年後には、布設後50年を経過する管渠の更新が集中する時期が到来する。このため、ストックマネジメント計画を策定
し、計画的な点検・調査や効率的な修繕・改築を実施することが必要である。
また、機械・電気設備についてもストックマネジメント計画に基づき、処理場施設の余裕を鑑みながら、修繕・改築を実施する
ことが重要である。

◆効率的な維持管理の検討
平成2７年度以降、維持管理費が増加傾向にあり、経費回収率も100％を下回り一般会計繰入⾦により賄っている状況

が続いている。そのため、今後は維持管理手法として、包括的⺠間委託等の⺠間活用やアセットマネジメント等を取り入れた効
率的な維持管理の導入検討が必要となっている。

7



「カネ（財務）」に係る現状
◆継続的な資⾦確保策の検討
建設改良費の減少傾向により、企業債発⾏収入よりも償還⾦が多いため、企業債残⾼は減少傾向にある。今後は、施設

の⽼朽化に伴い、改築の増加が予想され、投資活動によるキャッシュ・フローと財務活動によるキャッシュ・フローのマイナスがさら
に拡大する可能性があるため、継続的な資⾦確保策の検討が必要である。
資⾦確保策としては、下⽔道使用料改定に加え、効率的な⾯整備の実施による⽔洗化⼈⼝に伴う使用料収入の増大が

挙げられる。
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現状分析に基づく経営課題
◆現状の経営状況を分析した結果、本町の下⽔道事業が抱える経営課題を以下に列挙します。

①使⽤料単価が低⽔準である⼀⽅で汚⽔処理原価が⽐較的⾼額なため、経費回収率は約86％に
留まり、事業運営に必要な財源を⼀般会計からの繰⼊⾦に依存している状況です。

②効率的かつ合理的な投資計画の策定・着実な事業の実施が必要となります。

③財政基盤を強化するため、⾃主財源の確保の観点から使⽤料改定を実施し、経費回収率の上昇
を図る必要があります。

④「施設の効率性」「組織の効率性」に関する指標が類似団体平均を下回っています。
今後は広域化・共同化施策や官⺠連携により、近隣⾃治体との協⼒体制の構築の検討を推進す

るとともに、効率的な事務運営・維持管理委託形態を⾒直すなど、さらなる生産性の高い組織を
構築する必要があります。
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安定的な下⽔道経営を⾏い、町⺠に対して下⽔道サービスを持続的に供給
するため、経営の効率化・健全化が必要です。そのための重要施策は以下
のとおりです。

● 経営基盤の強化・・・経費回収率の向上
● 組織の効率化・・・事務の効率化と包括的⺠間委託の活⽤
● 汚⽔処理事業における投資の合理化・効率化・・・官⺠連携の活⽤



葉⼭町下⽔道事業における
経営改善に向けた取組
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アセットマネジメント【経営戦略＋ストックマネジメント】計画策定



修繕費

直接経費

（ユーティリティ費）

施設運転業務

外部委託

人件費

修繕費

人件費

包括的
民間委託

包括的
民間委託

修繕費

人件費

包括的
民間委託

人件費

コスト縮減
コスト縮減

コスト縮減

資本的支出

（改築更新費）

資本的支出

（改築更新費）

資本的支出

（改築更新費）

資本的支出

（改築更新費）

現　行

レベル1

運転管理の

包括委託

レベル2

ユーティリティを

含め包括委託

レベル3

修繕費を含め

包括委託

直接経費

（ユーティリティ費）

・運転管理における
民間側の創意工夫に
よる効率化
・処理場にいた公共
人件費の縮減

・民間の創意工夫（調達の柔
軟化，大口購入による単価の
引き下げ，品質の適正化，節
約等）によるコスト縮減
・ユーティリティーの調達を行っ
ていた公共人件費の縮減

・民間による補修の必要
性の見極め，保守点検と
の一体的な実施等による
効率化
・補修の発注，管理を行っ
ていた公共人件費の縮減
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●包括的⺠間委託（維持管理）の実施により様々なコスト縮減が可能となる
これまでの維持管理に係る仕様発注では、各業務を全て官側が担っており、仕様に基づく業務形態であるため、⺠側の創意⼯夫
が生まれず、官側の事務手続きも煩雑であった。⼀⽅、包括的⺠間委託を導⼊することにより、複数の委託を包含することがで
きるため、業務がより効率的かつ効果的になり、様々なコスト縮減効果も期待できます。

葉⼭町葉⼭町

組織の効率化の推進



●浄化センター等の維持管理の包括的⺠間委託によりコスト縮減を目指します。
維持管理について従来どおりの仕様発注の場合は、令和５年度から令和８年度までの４年間で総額988,700千円となります。

包括的⺠間委託の場合では、総額942,700千円となり、46,000千円のコスト縮減が可能となります。

〇包括的⺠間委託により期待するコスト縮減効果
①⺠間の創意⼯夫によるユーティリティ調達のコスト縮減
→約5%（総額14,000千円）のコスト縮減
②直営業務の削減に伴う公共人件費のコスト縮減
→１名削減により総額32,000千円のコスト縮減

組織の効率化の推進に向けた取組
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汚⽔処理事業における投資の合理化・効率化の推進
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汚⽔処理事業における投資の合理化・効率化の推進に向けた取組①
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1

事業期間 平成30年度〜令和4年
（5年間︓設計1年間・施⼯4年間）

概算事業費 約12億円
※DB⽅式導⼊により従来⽅式で実施するよりも
事業費４億円の削減・⼯期２年間の短縮効果



●浄化センター及び中継ポンプ場の能⼒増強の必要性
①令和7年度に⼤型合併浄化槽区域を公共下⽔道へ取り込む予定
②⽔処理施設の⽔抜き・ドライ化に伴う調査・診断及び修繕・改築が実施できない状況

浄化センター第4系列目の機械電気設備及び中継ポンプ場汚⽔ポンプの増設が必要に迫られています。

●浄化センター及び中継ポンプ場の機械電気設備の増設を⼀括で発注することによりコスト縮減を目指します
浄化センター機械電気設備の増設を単独で実施した場合840,296千円、
中継ポンプ場汚⽔ポンプの増設を単独で実施した場合210,870千円となり合わせて1,051,166千円となります。

⼀括で実施した場合1,020,536千円となり、30,630千円のコスト縮減が可能となります。

１系 ２系 ３系 ４系

機械電気設備増設

汚⽔ポンプ増設

汚⽔処理事業における投資の合理化・効率化の推進に向けた取組②
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葉⼭町下⽔道事業の今後の取組

●コンセッション事業等の案件形成に関する方策検討
町単独及び広域化にて実施する場合を想定した公共施設等運営（コンセッション）事業を導⼊する際の、課
題抽出や官⺠の役割分担、導⼊による効果等を踏まえ、事業化に向けた可能性を検討いたします。

【検討内容】
①事業実施手法の検討
資料の収集・整理、事業スキームの検討、リスク分担・業務分担の検討、モニタリング体制の検討

②法的事項の整理・簡易な市場調査
③概算VFM（従来⽅式と官⺠連携⽅式を⽐べた場合の事業費削減効果）の試算
④関係機関との協議

●逗⼦市との汚⽔処理広域化・共同化可能性検討調査業務の検討
今年度、逗⼦市・葉⼭町の下⽔道事業の広域化・共同化の可能性を検討することとし、逗⼦市の汚⽔を葉⼭

浄化センターで処理すること及びこれに伴う施設計画を⾏い、その効果と実現可能性を検討いたします。
【検討内容】
①基本事項の検討
②事業スキームの検討
③根幹的施設の配置検討
④汚⽔管きょ・ポンプ場・処理場計画



年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10
●浄化センター等増設DB＋包括事業

 導⼊可能性調査

 事業者選定

 浄化センター機械電気増設

 中継ポンプ場ポンプ増設

 中央監視設備更新

 包括的⺠間委託

●広域化・共同化事業

 逗⼦市との可能性検討

 基本設計・導⼊可能性調査

 事業者選定

 事業開始

●コンセッション事業

 事業化検討調査【国交省選定モデル事業】

 導⼊可能性調査

 事業者選定

 事業開始

●下⽔道使⽤料改定検討

 改定内容の検討

 使⽤料改定
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葉⼭町下⽔道事業の今後の主な取組スケジュール



ご清聴いただきありがとうございました。


